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近年、ドイツのH.E.S.S.チェレンコフ望遠鏡は銀河面方向に 14個の新TeV ガンマ線源を発見した。これらの
多くは X線などの他波長域で暗く、また TeV領域のエネルギースペクトラムはカットオフのないハードな冪関
数で表され、さらに高エネルギー側へ続いているものと推測される。これらは永年謎であった宇宙線の起源と考
えられており、実際に超新星残骸などで原子核宇宙線が 1000TeV 程度まで加速されているとすれば、星間物質と
の相互作用による中性パイ中間子生成を通して、平均的に 100TeV付近までのガンマ線が観測されるはずである。
我々はチベットの標高 4300mに空気シャワー観測装置を設置し、1- 100000TeV の宇宙線を広視野で観測してい
る。現在さらに、この空気シャワー観測装置の下に 10000m2程度の大型水槽を用いた水チェレンコフ型ミューオ
ン観測装置の建設を計画中である。このミューオン観測装置で空気シャワー中ミューオン数を測定することによ
り、バックグラウンド原子核を劇的に排除し、100TeV領域のガンマ線感度を一桁以上改善できる見込みである。
今回は、このシミュレーション結果と極超高エネルギー (10-1000TeV)ガンマ線観測の展望について紹介する。


